
いちごドリルプリント

弥生時代 名前

問1 弥生時代に作られた青銅器の一種で、釣鐘のような形をしており、表面に流水紋や当時の狩猟・農耕の様子が描かれていることがある、稲作の
祭りなどに使われたとされる遺物を何というか名称を答えなさい。 （2020年 大分県公立入試 類似）

1. 銅鏡 2. 埴輪 3. 勾玉 4. 銅鐸

問2 弥生時代の社会の変化について述べた文として、当時の集落のあり方や道具の特徴を正しく説明しているものはどれですか。 （2024年 沖縄県公立入試

類似）

1. 仏教の伝来とともに巨大な前方後
円墳が造られ、集落の形が大きく変
化した。

2. 集落の周りに堀や柵を巡らせ、薄
くて硬い土器や鉄器・青銅器などの
金属器を使用した。

3. 竪穴住居が並ぶ大規模な集落が形
成されたが、外敵を防ぐための堀な
どは作られなかった。

4. 縄目の文様がある厚手で黒褐色の
土器を使用し、主に狩りや採集を行
って生活した。

問3 3世紀の中国の歴史書である『魏志倭人伝』には、当時の日本（倭）の様子が記されています。それによると、倭ではもともと男子を王としてい
ましたが、国が乱れて互いに攻め合う状態が数年続きました。この混乱を収めるためにとられた歴史的な経緯として正しいものはどれですか。
（2020年 徳島県公立入試 類似）

1. 仏教を国教として導入し、人々の
信仰によって乱れを鎮めた

2. 一人の女性を王として共立し、国
をまとめさせた

3. 中国の魏から派遣された総督が直
接統治を行った

4. 狗奴国の王が武力によって全ての
小国を制圧した

問4 1世紀頃の東アジアにおいて、中国の皇帝が周辺国の支配者に対して「みつぎ物」の見返りとして「称号」や「印」などを与える国際秩序があり
ました。倭の王が中国へ使いを送った歴史的背景や目的として最も適切な説明はどれですか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. 中国と対等な立場で外交関係を築
き、軍事的な同盟を結ぶことで領土
を拡大しようとした。

2. 朝鮮半島北部の小国として、中国
の強力な武力による直接支配から逃
れるための許可を求めた。

3. 中国の皇帝に臣下として認められ
ることで、自らの支配者としての地
位を国内や周辺に示そうとした。

4. 仏教などの新しい宗教を中国から
正式に導入し、国を治めるための思
想として活用しようとした。

問5 弥生時代に大陸から日本列島へ伝わった金属器の特色について、銅鐸の性質をふまえて説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2022年 群馬県公立入試 類似）

1. 銅鐸は文字を記録するための道具
として開発され、当時の律令制度を
庶民に伝えるために使われた

2. 銅鐸に代表される青銅器は、古墳
時代になってから初めて製作され、
巨大な墓に副葬された

3. 青銅器は、鉄器に比べて祭礼や儀
式に用いられる傾向が強く、銅鐸も
その一種であった

4. 青銅器は、鉄器よりも硬く鋭いた
め、主に開墾用の農具や実戦用の武
器として普及した

問6 邪馬台国の女王卑弥呼が、当時の中国の王朝である魏に使いを送った背景やその後の状況を説明した文として、最も適切なものを選びなさい。
（2023年 山形県公立入試 類似）

1. 魏の皇帝から「親魏倭王」の称号
や金印を授かることで、国内の小国
に対する自らの権威を高めようとし
た。

2. 倭の奴国の王として、後漢の皇帝
から金印を授かり、九州地方の交易
の利権を独占しようとした。

3. 秦の始皇帝に対して不老不死の薬
を献上することで、国内の争いを鎮
めるための軍事支援を求めた。

4. 大陸の優れた仏教文化を直接取り
入れるために、公式な使節として小
野妹子を魏の都へ派遣した。

問7 『魏志』倭人伝などの中国の歴史書に記述が見られ、3世紀ごろに争乱が続いていた倭国を治めるため、邪馬台国の女王として共立された人物は
誰か。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 推古天皇 2. 持統天皇 3. 神功皇后 4. 卑弥呼

問8 弥生時代に使用された道具とその背景について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2024年 山口県公立入試 類似）

1. 稲作が始まった当初は木製の農具
が中心であったが、次第に大陸から
伝わった鉄器なども使われるように
なった。

2. 金属器のうち、青銅器は主に木材
を加工するための工具として、鉄器
は祭祀用の宝物として使い分けられ
た。

3. 牛や馬を農作業に利用する牛馬耕
が導入されたことで、大規模な水田
開発が全国で一斉に進んだ。

4. 収穫の効率を上げるために、鉄製
の鎌を用いて稲の根元から刈り取る
方式がこの時代に確立した。

問9 大陸からの技術伝来によって起きた、弥生時代の道具の変化に関する説明として正しいものはどれですか。 （2018年 奈良県公立入試 類似）

1. 朝鮮半島から伝わった技術により
、打製石器を加工して鉄のように鋭
くする技法が確立した。

2. 青銅が農具の主材料となり、それ
まで使われていた木製農具は全く使
われなくなった。

3. 中国から伝わった鉄を使い、日本
独自の文化である縄文土器の文様が
より複雑になった。

4. 石器から金属器への移行が進み、
実用的な道具には主に鉄が用いられ
るようになった。

問10 1世紀ごろ、日本列島にあった奴国の王が、大陸の王朝である後漢の皇帝から「金印」を授けられた目的やその背景として、最も適切な説明はど
れですか。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 中国で流行していた仏教を日本に
導入し、鎮護国家の思想を広めるた
めの許可を得るため。

2. 中国の皇帝から統治者としての承
認を受けることで、国内における自
らの権威を高めるため。

3. 中国と対等な軍事同盟を結ぶこと
で、朝鮮半島南部にある鉄資源を独
占しようとしたため。

4. 中国からの渡来人を役人として受
け入れ、日本全土を統一するための
戸籍制度を整えるため。

問11 3世紀頃の日本（倭）の様子について記された中国の歴史書『魏志』倭人伝には、「長年、国々が争い合って混乱していたため、人々は一人の女
子を王に立てた」という趣旨の記述があります。このとき、邪馬台国の女王として擁立された人物は誰ですか。 （2020年 秋田県公立入試 類似）

1. 持統天皇 2. 卑弥呼 3. 壱与 4. 推古天皇

問12 弥生時代に大陸から稲作が伝わり、食料を蓄えることが可能になったことで生じた社会の変化について、最も適切な説明を選んでください。
（2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. ナウマン象などの大型動物を狩猟
するために、人々は移動を繰り返し
ながら生活するようになった。

2. 表面に縄目の文様がある、厚手で
黒褐色の土器が全国的に作られるよ
うになった。

3. 土地や水の利用、蓄えた食料など
をめぐって、ムラの間で争いが起こ
るようになった。

4. 政府から農民へ平等に土地が割り
当てられ、収穫した稲を税として納
める制度が整った。

問13 弥生時代の社会における銅鐸の特徴や役割について述べた文として、正しいものを選びなさい。 （2023年 三重県公立入試 類似）

1. 次第に大型化し、表面には当時の
生活や自然を反映した装飾が施され
るようになった

2. 大陸との交易を円滑に進めるため
に、重さに応じた価値を持つ貨幣と
して使われた

3. 鉄器よりも硬度が高いという性質
を活かし、木を伐採するための工具
として普及した

4. 各個人の家の中に置かれ、日常的
に家族の健康を祈るための仏具とし
て使われた


